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は
じ
め
に

金
沢
文
庫
に
は
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
と
呼
ば
れ
る
断
簡
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
薄
墨
で
書
か
れ
た
巻
紙
の
書
状
の
反
古
に
濃
い
墨
で
称
名
寺
の
僧
仝

海
が
l
四
世
紀
前
半
に
写
し
た
も
の
で
、
説
教
用
の
メ
モ
と
し
て
書
写
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
永
井
義
憲
氏
が
『
新
典
社
善
本
叢
書
2
'
長
谷
寺
験
記
』

(
昭
和
五
三
年
l
〇
月
二
五
日
出
版
)
　
の
解
説
で
、
〝
金
津
文
庫
の
蔵
書
中

に
「
長
谷
寺
縁
起
抄
」
と
恨
題
し
た
全
海
手
沢
断
簡
一
葉
が
あ
る
が
、
験
記

の
中
か
ら
の
抜
抄
で
あ
-
、
流
布
本
と
比
較
し
て
本
文
の
出
入
は
僅
少
で
あ

る
。
〟
と
解
説
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
細
部
に
渡
っ
た
紹
介
及
び
研
究
は
見

ら
れ
な
い
。

こ
の
断
簡
が
僅
か
な
部
分
の
切
れ
端
L
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
し
た

仝
海
和
尚
の
生
存
・
活
躍
し
た
時
代
が
金
沢
文
庫
に
残
る
古
文
書
に

ょ
っ
て
一
四
世
紀
前
半
と
断
定
出
来
る
点
、
又
、
全
海
の
書
写
態
度

が
、
メ
モ
程
度
の
軽
い
気
持
ち
で
原
文
を
そ
の
ま
ゝ
書
写
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
　
(
断
簡
に
は
二
話
の
後
半
と
前
半
が
残
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
継
き
は
ぎ
部
分
が
何
の
作
為
も
な
-
、
〟
近
比
〟

と
い
う
原
文
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
二
話
を
一
続
き
に
書
き
な

が
ら
、
内
容
を
一
続
き
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
作
為
が
な
い
。
永

井
博
士
が
〟
験
記
か
ら
の
抜
抄
〟
と
言
わ
れ
た
の
も
こ
の
点
で
あ
ろ

う
。
)
、
原
文
に
意
図
的
な
改
変
が
行
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
点
が
、

残
存
伝
本
の
少
な
い
　
『
長
谷
寺
験
記
』
　
に
と
っ
て
、
-
四
世
紀
前
半

に
存
在
し
た
一
本
を
考
え
る
上
に
意
味
の
あ
る
断
簡
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
特
に
'
こ
こ
に
断
片
と
し
て
残
る
二
話
は
共
に
　
『
三
国

伝
記
』
　
に
と
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
-
、
『
三
国
伝
記
』
と
　
『
長
谷

寺
験
記
』
　
の
書
承
関
係
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。

二

本

文

ま
ず
本
文
を
紹
介
し
よ
う
。
○
印
は
改
行
の
位
置
で
あ
る
。
㊦
～

⑤
の
記
号
は
次
章
の
表
に
対
応
す
る
。
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二
、
所
見
-
『
三
国
伝
記
』
と
の
類
似
-

前
後
が
破
ら
れ
て
い
る
た
め
、
仝
海
が
書
写
し
た
全
体
は
知
る
術
も
な
い

が
、
こ
の
断
簡
は
和
紙
の
断
片
で
包
ま
れ
て
居
り
、
そ
こ
に
「
長
谷
寺
縁
起

抄
」
と
全
海
の
筆
と
は
別
の
字
で
書
か
れ
て
居
る
。
そ
の
下
に
、
こ
れ
よ
り

小
さ
く
二
行
に
補
助
的
な
説
明
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
ら
し
-
、
そ
こ
に
〟
仮

名
書
〟
の
文
字
が
見
え
る
。
何
時
の
時
代
に
か
、
今
の
よ
う
な
状
態
で
保
存

し
た
人
が
「
長
谷
寺
仮
名
縁
起
」
と
解
し
て
整
理
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
れ
以
来
俗
に
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
(
断
簡
)
』
と
呼
ば
れ
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。さ
て
内
容
で
あ
る
が
、
『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
七
話
「
字
多
院
除
-
一
春
宮

ノ
御
悩
遠
コ
立
ス
ル
長
勝
寺
.
豆
付
美
福
門
院
御
利
生
事
」
の
後
半
、
〟
美
福
門

院
が
長
谷
観
音
の
御
利
生
に
よ
り
、
妊
娠
し
た
姫
宮
を
瀧
蔵
山
の
尼
の
若
宮

に
替
え
て
'
近
衛
院
を
出
産
さ
れ
る
話
〟
と
、
同
じ
上
巻
第
十
一
話
「
天
神

成
け
神
後
居
コ
住
-
官
軍
疲
訓
悪
心
之
気
言
存
白
山
権
現
御
影
向
夏
」
の
後

半
、
〟
白
山
権
現
が
長
谷
寺
勝
永
房
阿
闇
梨
行
円
に
長
谷
寺
に
自
分
の
鋲
座

す
る
坐
を
請
う
話
〟
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
前
半
、
後
半
が
破
れ
千
切
れ

た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
二
話
と
も
験
記
に
お
い
て
は
、
〟
付
″
と
い
う
形

で
前
話
に
続
い
て
居
り
、
験
記
に
収
録
さ
れ
る
以
前
は
前
話
と
は
別
の
形
で

文
献
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文
は
永
井
博
士
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
'
現
存
の
『
長
谷
寺
験
記
』
と
大

差
な
い
の
で
あ
る
が
、
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
流
布
本
と
も
唯
一
の
異

本
で
あ
る
長
谷
寺
蔵
天
正
本
と
も
か
な
り
異
同
が
あ
る
。
傾
向
と
し
て
は
、

第
七
話
の
方
は
流
布
本
よ
-
は
や
や
異
本
に
似
て
お
-
、
第
十
一
話
の
方
は

異
本
と
の
差
違
が
は
な
は
だ
し
-
(
天
正
本
に
無
い
部
分
が
多
い
)
、
流
布

本
の
方
に
似
て
い
る
が
'
語
の
順
序
に
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
即
ち
文

章
の
作
-
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
天
正
本
を
書
写
し
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
流
布
本
を
書
写
し
た
と
し
て
も
、
語
の
順
序
に
異
同
が
あ
る
こ
と
は
、

現
在
の
形
の
流
布
本
と
の
直
接
的
な
祖
本
関
係
に
は
疑
問
が
残
る
。

こ
れ
だ
け
な
ら
へ
金
沢
本
は
短
い
断
簡
の
こ
と
で
あ
り
、
メ
モ
的
な
抜
抄

で
も
あ
り
、
細
か
い
語
句
に
こ
だ
わ
ら
ず
意
を
と
っ
て
流
布
本
を
写
し
た
の

で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
仝
-
同
じ
話
が
『
三

国
伝
記
』
　
に
記
録
(
二
巻
一
五
話
及
び
四
巻
三
話
)
　
さ
れ
て
い
る
の
で
、
験

記
と
の
異
同
が
は
な
は
だ
し
い
部
分
を
『
三
国
伝
記
』
も
含
め
て
比
較
し
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
尚
、
表
は
①
長
谷
寺
験
記
流
布
本
　
(
続
群
書
類
従
本

を
使
い
、
他
の
流
布
本
と
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
場
合
は
付
記
し
た
)
へ
②

長
谷
寺
験
記
天
正
本
(
異
本
)
、
③
金
沢
文
庫
蔵
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
(
断
簡
)
』
 
、

④
『
三
国
伝
記
』
　
(
池
上
拘
一
校
注
の
中
世
の
文
学
所
収
本
を
使
用
)
　
の
順

に
並
べ
、
③
金
沢
文
庫
蔵
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
　
に
於
け
る
問
題
箇
所
は
前

章
の
本
文
に
㊦
～
⑤
の
符
号
に
よ
っ
て
示
し
た
。
又
、
『
三
国
伝
記
』
が
採

用
し
て
い
な
い
部
分
は
棒
線
(
　
-
　
)
　
で
示
し
、
他
の
三
本
の
伝
承
過
程

で
の
漏
れ
の
記
号
(
×
×
×
)
　
と
区
別
し
た
。

(3)
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御 × 質

前 要 ×

×

前

症 削
× 侍

ケ 侍 × リ

ノレ リ × ケ

.程 ケ × ノレ

ノレ
早

×

×
梶

.ト
× ○

㊨

申 申 申 申

ノ
時

キ
計

時 嘩 時

計

り

計

リ

俄 (

ワ

カ
～ a
位
置

...-
れ

)
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こ
の
よ
う
に
見
て
-
る
と
、
金
沢
文
庫
本
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
　
は
現
存

す
る
　
『
長
谷
寺
験
記
』
　
で
は
流
布
本
に
近
-
、
そ
れ
よ
り
も
『
三
国
伝
記
』

に
も
っ
と
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
例
え
ば

①
⑤
の
〟
娠
立
天
板
明
天
″
は
、
『
三
国
伝
記
』
に
だ
け
此
の
形
が
残
っ

て
い
る
。
し
か
も
験
記
は
流
布
本
・
異
本
共
に
〟
振
り
立
テ
″
を
残
し

て
い
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
流
布
本
の
1
本
で
あ
る
亮
汰
和
尚
寄
附
本

が
〟
振
明
テ
″
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
へ
金
沢
本
や
三
国
伝

記
の
編
者
玄
棟
が
見
た
本
の
方
が
古
体
を
残
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

②
㊥
の
〟
洗
久
″
の
ス
ス
グ
と
い
う
読
み
方
は
『
三
国
伝
記
』
に
採
用
(
誤

用
)
　
さ
れ
て
い
る
が
、
『
長
谷
寺
験
起
』
　
で
は
'
流
布
本
も
異
本
も
共

に
ア
ラ
フ
と
読
ま
れ
て
い
る
。

③
㊦
の
　
〟
ニ
ワ
カ
ニ
神
明
ツ
カ
セ
給
テ
半
時
許
フ
ル
イ
ワ
ナ
ナ
キ
ク
ル
ビ

テ
〟
　
の
部
分
は
　
『
長
谷
寺
験
記
』
と
の
異
同
が
語
に
於
て
も
、
語
順
に

於
て
も
、
は
な
は
だ
し
い
部
分
で
あ
る
が
、
『
三
国
伝
記
』
と
比
べ
る
と
'

〟
ニ
ワ
カ
ニ
〟
　
の
一
語
を
『
三
国
伝
記
』
が
意
図
的
に
は
ず
し
た
と
考

え
れ
ば
'
〟
許
〟
・
〟
余
″
　
の
相
違
を
除
い
て
'
全
-
同
文
で
あ
る
。

㊥
の
部
分
も
祖
本
に
は
最
初
に
〟
ユ
ヒ
ヲ
t
・
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
『
三

国
伝
記
』
が
意
図
的
に
こ
こ
を
は
ず
し
た
と
考
え
れ
ば
'
金
沢
本
『
長

谷
寺
縁
起
』
　
は
　
『
三
国
伝
記
』
と
同
文
で
あ
る
。

の
如
-
で
あ
る
。

こ
こ
で
私
は
池
上
淘
一
氏
の
指
摘
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。
池
上
氏
は
、

池
上
狗
一
校
注
『
三
国
伝
記
㈹
』
　
(
中
世
の
文
学
・
昭
和
五
七
年
七
月
二
五

日
刊
)
　
で
、
巻
十
一
-
十
二
話
「
中
納
言
長
谷
雄
卿
事
」
の
補
注
に
、
俄
悔

シ
テ
令
レ
修
二
放
生
会
J
専
行
に
つ
い
て
、
〟
底
本
の
ま
ゝ
で
は
「
専
行
」
の
意

味
が
ほ
っ
き
-
し
な
い
が
'
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
　
に
は
「
俄
悔
ヲ
修
セ
シ
メ
、

放
生
会
ヲ
行
フ
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
底
本
は
「
俄
悔
ヲ
令
レ
修
、
放
生

会
ヲ
専
ラ
行
フ
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
取
り

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

違
え
が
『
霊
験
記
』
を
直
接
に
見
て
い
な
が
ら
生
じ
る
と
は
考
え
難
い
。
底

本
の
返
り
点
や
送
仮
名
の
誤
謬
は
本
書
の
伝
流
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
″
　
(
傍
点
筆
者
)
　
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

金
沢
文
庫
所
蔵
の
こ
の
断
簡
は
、
何
し
ろ
ほ
ん
の
断
片
に
す
ぎ
な
い
の
で

断
定
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
三
国
伝
記
』
　
の
編
者
玄
棟
は
現
存

す
る
形
の
　
『
長
谷
寺
験
記
』
を
見
た
の
で
は
な
-
、
仝
海
和
尚
の
見
た
「
長

谷
寺
仮
名
縁
起
」
に
近
い
も
の
を
典
接
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
長
谷
寺
仮
名
縁
起
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
の
断
簡
と
『
長

谷
寺
験
記
』
　
の
関
係
を
ど
う
考
え
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
。

『
注
-
粉
河
寺
縁
起
』
が
漢
文
の
本
縁
起
の
他
に
、
霊
験
記
中
心
の
仮
名

縁
起
を
持
ち
へ
　
又
、
清
水
寺
に
は
〟
河
内
の
金
剛
寺
に
下
書
き
と
思
わ
れ
る

未
完
の
仮
名
縁
起
が
あ
っ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
仮
名
縁
起
に
先
立
っ
て
漢
文

縁
起
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
実
証
で
き
る
″
　
(
中
野
玄
三
氏
解
説
『
社
寺

縁
起
絵
』
昭
和
五
〇
年
刊
に
よ
る
)
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
長
谷
寺
に
も
十
三
、

四
世
紀
頃
へ
菅
公
自
筆
本
と
さ
れ
た
　
『
長
谷
寺
縁
起
　
(
文
)
』
を
漢
文
に
よ

る
本
縁
起
と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
対
立
す
る
、
霊
験
課
中
心
の
仮
名
縁
起
が

あ
っ
た
と
考
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

現
に
　
『
長
谷
寺
験
記
』
　
に
は
上
巻
十
l
話
の
「
天
神
が
与
喜
社
へ
憤
座
さ

(6)
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れ
る
話
」
と
付
話
の
「
白
山
権
現
が
憤
座
さ
れ
る
話
」
　
の
つ
な
ぎ
の
部
分
に

〟
富
山
ハ
他
方
ノ
冥
衆
朝
暮
二
供
養
ヲ
延
べ
。
我
朝
ノ
諸
神
日
夜
二
擁
護
ヲ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

成
ト
云
事
ハ
此
ノ
縁
起
ノ
意
ナ
リ
。
″
　
(
傍
点
筆
者
)
　
と
、
『
長
谷
寺
験
記
』

の
編
者
が
こ
の
験
記
を
縁
起
と
解
釈
し
て
編
纂
し
て
い
た
か
、
又
は
先
行
文

献
に
「
長
谷
寺
縁
起
」
な
る
も
の
が
あ
っ
て
其
れ
を
此
の
験
記
に
と
っ
た
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
し
か
理
解
で
き
な
い
表
現
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
菅
公
筆
と
伝
え
ら
れ
て
集
大
成
さ
れ
た
形
の
　
『
長
谷
寺
縁
起
　
(
文
)
』
　
と

は
別
の
、
与
喜
天
神
や
白
山
権
現
の
話
が
入
っ
て
い
る
「
長
谷
寺
縁
起
」
な

4

る
も
の
が
『
長
谷
寺
験
記
』
が
成
立
し
た
十
三
世
紀
前
半
頃
に
す
で
に
あ
っ

た
か
、
成
立
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
其
の
縁
起

こ
そ
へ
全
海
が
十
四
世
紀
前
半
に
書
写
し
た
　
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
　
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
同
じ
部
分
が
　
『
三
国
伝
記
』
　
に
も
〟
彼
山
ハ
他
方
ノ
冥
衆
朝
暮
。

供
養
ヲ
演
ペ
我
朝
ノ
諸
神
日
夜
。
擁
護
ヲ
成
云
事
、
是
縁
起
ノ
心
也
。
″
と
、
ほ
ゞ

同
文
で
記
載
さ
れ
て
居
-
、
し
か
も
そ
の
記
載
箇
所
が
、
こ
ち
ら
は
白
山
権

現
の
話
の
最
後
の
部
分
で
、
所
載
箇
所
が
ず
れ
て
い
る
点
、
『
長
谷
寺
験
記
』

と
　
『
三
国
伝
記
』
　
の
書
承
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
長
谷
寺
仮
名
縁
起
」
が
其
の
後
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て

は
漠
と
し
て
掴
み
難
い
。
時
代
を
下
っ
た
近
世
の
「
長
谷
寺
縁
起
」
関
係
の

資
料
の
中
に
、
菅
公
筆
『
長
谷
寺
縁
起
　
(
文
)
』
と
並
ん
で
　
『
長
谷
寺
仮
名

縁
起
』
と
称
す
る
文
献
の
名
前
が
現
れ
る
(
注
2
神
社
悌
閣
縁
起
集
所
載
『
長

谷
寺
縁
起
』
文
化
十
四
季
十
一
月
の
八
十
二
世
実
阿
謹
誌
と
あ
る
も
の
、
注

3
幾
内
社
寺
縁
起
類
所
載
『
豊
山
神
楽
院
長
谷
寺
暑
縁
起
』
享
和
元
年
二
月

の
沙
門
源
無
謹
誌
と
あ
る
も
の
等
)
。
こ
れ
は
、
『
長
谷
寺
縁
起
』
を
足
利
尊

氏
将
軍
五
代
の
後
の
東
山
義
政
公
に
よ
-
童
蒙
の
た
め
に
仮
名
文
に
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
』
が
出
来
た
と
記
す
も
の
で
あ
る
が
、

内
容
は
菅
公
筆
と
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
世
間
に
流
布
し
た
　
『
長
谷
寺
縁
起

(
文
)
』
　
の
仮
名
書
き
で
あ
る
。
特
に
実
阿
謹
誌
本
の
追
記
に
は
、
〟
本
尊
薩

壇
大
悲
利
生
霊
験
之
事
実
ハ
則
云
二
霊
験
記
」
古
書
二
冊
別
行
有
レ
之
″
と
記

さ
れ
、
『
長
谷
寺
験
記
』
と
当
時
の
「
仮
名
縁
起
」
は
、
は
っ
き
り
別
本
で

あ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

『
長
谷
寺
験
記
』
が
序
文
に
〟
菅
丞
相
勘
出
セ
シ
メ
給
ル
縁
起
ノ
心
ヲ
得

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

テ
多
ク
ハ
中
々
人
ノ
障
ナ
ル
故
二
愚
ナ
ル
者
ノ
為
二
億
名
二
和
ケ
テ
一
筆
註

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

シ
侍
ル
也
〟
と
あ
る
こ
と
や
　
(
傍
点
筆
者
)
、
『
粉
河
寺
仮
名
縁
起
』
と
同
じ

よ
う
に
三
十
三
話
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
　
(
下
巻
)
　
等
か
ら
し
て
、
菅

丞
相
勘
出
と
伝
え
ら
れ
る
、
漢
文
に
よ
る
　
『
長
谷
寺
縁
起
　
(
文
)
』
　
に
対
す

る
「
仮
名
縁
起
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
世
に
「
長

谷
寺
仮
名
縁
起
」
と
し
て
流
布
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
期
は
そ
れ
程
長
-

は
な
く
、
全
権
和
尚
が
書
状
の
反
古
に
書
写
し
た
時
期
か
ら
幾
ら
も
経
た
な

い
う
ち
に
、
『
長
谷
寺
験
記
』
又
は
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
と
し
て
名
称
が
固

定
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
至
徳
元
年
(
二
二
八
四
年
)
　
の
四
十
八
代
良
仙

僧
正
誌
と
さ
れ
る
『
注
4
西
国
順
裾
縁
起
』
に
は
〟
日
本
無
双
生
身
の
喜
薩

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

霊
験
本
朝
ハ
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
唐
国
道
も
数
多
施
し
玉
ふ
こ
と
縁
起
験
記
等

に
分
明
に
し
て
〟
と
記
さ
れ
て
い
る
　
(
傍
点
筆
者
)
。

最
後
に
、
金
沢
文
庫
蔵
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
　
(
断
簡
)
』
　
に
と
ら
れ
た
二

請
(
美
福
門
院
の
話
、
白
山
明
神
の
話
)
に
関
す
る
長
谷
寺
関
係
の
文
献
は
、

管
見
の
範
囲
で
は
『
注
-
豊
山
伝
通
記
』
正
徳
三
年
(
一
七
三
幸
)
と
『
注

6
豊
山
縁
起
秘
要
集
』
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
年
)
が
あ
っ
た
。
し
か
し
『
豊

(7)
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山
縁
起
秘
要
集
』
　
の
方
は
著
し
い
略
述
で
'
し
か
も
出
典
に
　
『
霊
験
記
』
と

『
三
国
伝
記
』
を
あ
げ
て
居
り
、
当
時
す
で
に
へ
長
谷
寺
内
部
の
者
に
さ
え

も
、
そ
れ
以
上
の
資
料
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
又
へ
　
『
豊
山
伝
通
記
』
巻
上
の
方
に
は
「
行
園
が
白
山
明
神
を
長
谷
へ

慎
座
さ
せ
る
話
」
が
漢
文
で
入
っ
て
居
と
話
の
流
れ
は
『
長
谷
寺
仮
名
縁

起
　
(
断
簡
)
』
　
『
長
谷
寺
験
記
』
　
『
三
国
伝
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
'

こ
れ
も
概
略
で
あ
り
'
こ
れ
ら
三
文
献
と
の
直
接
的
な
伝
承
関
係
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
『
豊
山
伝
通
記
』
が
参
照
し
た
原
本
こ
そ
見
た
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
雑
駁
な
紹
介
文
に
終
り
ま
し
た
が
、
こ
の
拙
文
を
書
-
た
め
に
へ
全

海
和
尚
に
つ
い
て
へ
金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員
の
高
橋
秀
栄
氏
に
大
変
お
世
話

に
な
-
ま
し
た
。
仝
海
は
金
沢
文
庫
所
蔵
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
一
三
二
六

年
　
(
嘉
暦
元
年
七
月
廿
九
日
〟
大
疎
紗
・
決
択
・
恵
解
記
等
借
用
″
　
よ
-
'

二
二
四
二
年
　
(
暦
応
五
年
二
月
廿
八
日
)
　
〟
湛
容
よ
-
三
宝
院
流
伝
法
港
頂

う
-
″
に
至
る
記
録
が
残
さ
れ
て
居
-
、
『
長
谷
寺
仮
名
縁
起
　
(
断
簡
)
』
書

写
年
代
も
、
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

尚
注
1
-
6
の
文
献
所
在
に
つ
い
て
は
次
の
通
-
で
す
。

注
-
『
粉
河
寺
縁
起
』

仮
名
縁
起
が
入
っ
て
い
る
の
は
続
群
書
類
従

注
2
神
社
悌
閣
縁
起
集
所
載
『
長
谷
寺
縁
起
』

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

注
3
畿
内
社
寺
縁
起
類
所
載
『
豊
山
神
楽
院
長
長
谷
寺
累
縁
起
』

内
閣
文
庫
蔵

注
4
　
『
西
国
順
裡
縁
起
』

諸
国
社
寺
縁
起
　
(
合
七
冊
)
　
の
う
ち
。
大
阪
府
立
中
ノ
島
図
書
館
蔵

注
5
　
『
豊
山
伝
通
記
』

大
日
本
仏
教
全
書

注
6
　
『
豊
山
縁
起
秘
要
集
』

内
閣
文
庫
蔵

以
上

(8)


